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１ 15年10月期の業績（平成14年11月１日～平成15年10月31日） 
(1) 経営成績 

 売上高 営業利益 経常利益 

 
15年10月期 
14年10月期 

百万円   ％
24,875    ( 115.2 )  
11,560    (  － )  

百万円   ％
2,720    ( 101.7 )  
1,348    (  － )  

百万円   ％
2,566    ( 104.6 )  
1,254    (  － )  

 

 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

株主資本
当期純利益率

総 資 本 
経常利益率 

売 上 高
経常利益率

 
15年10月期 
14年10月期 

百万円   ％ 
1,474    ( 104.6)     
720    (  － )     

円  銭
205  16  
102  97 

円  銭
―   ― 
―   ― 

％
61.1
72.7

％ 
24.2 
23.1 

％
10.3
10.8

(注)①持分法投資損益   15年10月期    ―百万円     14年10月期    ―百万円 
②期中平均株式数   15年10月期   7,104,110株     14年10月期   7,000,000株 
③会計処理の方法の変更    無 
④売上高，営業利益，経常利益，当期純利益におけるパーセント表示は，対前期増減率 
⑤平成14年10月期の「対前期増減率」は、その前事業年度が10ｹ月決算のため記載しておりません。 

 
 (2) 配当状況 

１株当たり年間配当金 
 

 中 間 期 末 

配当金総額 
(年 間) 

配当性向 
株主資本 
配 当 率 

 
15年10月期 
14年10月期 

円  銭
20   00
5   00

円  銭 
0   0 
0   0 

円  銭
20   00
5   00

百万円
160
35

％ 
9.7 
4.9 

％
4.6
2.6

(注)15年10月期期末配当金の内訳 普通配当15円00銭及び上場記念配当５円00銭であります。 
 
(3) 財政状態 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本

 
15年10月期 
14年10月期 

百万円 
12,871 
8,352 

百万円
3,477
1,348

％ 
27.0 
16.2 

円  銭
432     56
192     68

(注)①期末発行済株式数    15年10月期   8,000,000株     14年10月期   7,000,000株 
  ②期末自己株式数     15年10月期      ―株     14年10月期      ―株 
 
(4) キャッシュ･フローの状況 

 
営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投資活動による 
キャッシュ・フロー

財務活動による 
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期 末 残 高 

 
15年10月期 
14年10月期 

百万円 
1,573 
△2,107 

百万円
△149
△304

百万円
1,448
2,962

百万円
3,758
886

 
２ 16年10月期の業績予想（平成15年11月１日～平成16年10月31日） 

１株当たり年間配当金 
 売上高 経常利益 当期純利益 

中 間 期 末  

 
中間期 
通 期 

百万円 
15,100 
33,900 

百万円
1,500
3,500

百万円
850
2,000

円 銭
0   0 

――― 

円 銭 
――― 
25  00  

円 銭
――― 
25  00 

（参考）１株当たり予想当期純利益(通期)250円00銭 

上記の予想は本資料発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現

在における仮定を前提としております。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。

http://wwww.f-juken.co.jp/

